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ことで、NE 細胞の BPH への関与を検討し、その後の BPH 発症機序の解明とその治療
法の開発へ繋げていくことを考えている。以上が本研究の目的である。 
 
 【研究方法】   




2) NE 細胞の評価方法：各症例の NE 細胞が最も豊富に存在すると言われている精阜
を含んだ背側切片 1 スライスを用いて Chromogranin A による免疫染色を施行し、
移行領域内のNE細胞密度を顕微鏡(BZ-X analysis application, KEYENCE, Tokyo, 
Japan)を用いて計測した。 
3) 検討方法は以下の 3 つである。 
① 前立腺体積と NE 細胞密度の関係 
術前に経直腸的前立腺超音波(Flex FOCUS 400, BK Medical)にて推定前立腺
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体積を計測し、移行領域内の NE 細胞密度との関係を検討した。 
② 腺腫の大きさと NE 細胞密度の関係 
全症例を 3 群(A 群：腺腫を有さない、B 群：移行領域全体は占拠しない小さな
腺腫を有する群、C 群：移行領域全体を占拠する大きな腺腫を有する群)に分け
て、各群と移行領域内 NE 細胞密度の関係を検討した。 
③ 腺腫内外における NE 細胞密度 
②における B 群において、腺腫内と腺腫外における NE 細胞密度を検討した。
                                        
【研究成績及び考察】 
 【研究成績】                                  
① 前立腺体積と NE 細胞密度の関係 
全 80 例を前立腺体積 25 ml 未満(n=21)、25-40 ml(n=31)、40 ml 以上(n=28)の 3 群
に分けたところ、25-40 ml の群における移行領域内 NE 細胞密度が有意に高かった
(中央値 1.45/mm2 (IQR: 0.84-2.23), 1.82/mm2 (IQR: 0.72-3.16), 0.65/mm2 (IQR: 
0.43-1.70) , p=0.013)。 
② 腺腫の大きさと NE 細胞密度の関係 
前立腺内に腺腫を有さない A 群(n=22)、小さな腺腫を有する B 群(n=23)、大きな腺
腫を有する C 群(n=35) に分けたところ、B 群における移行領域 NE 細胞密度が有意
に高かった (中央値 1.43/mm2 (IQR: 0.78-2.18), 2.80/mm2 (IQR: 1.68-3.96), 
0.61/mm2 (IQR: 0.35-1.17), p<0.001)。 
③ 腺腫の内外における NE 細胞密度 
B 群において、腺腫内に比べ腺腫外の NE 細胞密度が有意に高かった(中央値
3.79/mm2 (IQR: 2.35-4.33), 0.85/mm2 (IQR: 0.14-1.43), p<0.001)。 
 
【考察】                                    
 今回の研究は NE 細胞が BPH に関与するか検討することを目的とした。今回の研究
結果から判明したことは、BPH の組織学的特徴である腺腫を有さない前立腺移行領域内
や、進行した BPH とも言える大きな腺腫を持つ前立腺移行領域内には NE 細胞は少な
く、小さな腺腫を持つ前立腺移行領域内に NE 細胞が多く存在することである。小さな
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BPH の一因であるとの報告があるものの非常に少なく、今回の研究では NE 細胞が BPH
に関与するかを検討した。対象は 2009 年 1 月から 2014 年 10 月までに札幌医大にて前立
腺癌の診断で根治的前立腺摘除術を施行した 80 例で、BPH において重要な部位である移
行領域(TZ)内における NE 細胞を Chromogranin A における免疫染色にて同定し、顕微鏡
による自動面積測定を行うことで NE 細胞密度として評価した。結果として、NE 細胞は
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